
県企画  60 周年記念事業折り鶴製作に関する柏市内の展開  

 

柏市青少年相談員連絡協議会  

 

          

前段１   市内の小中学校が大規模校が多く，一斉に折り紙の配付  

     回収が難しい  

前段２   学校の温度やカラーがあり，全校一律の協力の打診が  

     難しい  

 

＜対応＞  

①執行部で，折り鶴窓口担当を設置（森内副会長）  

 学区や専門部とのやりとりを統括する  

 

② 4 月の運営委員会で，とりあえず各学区１００枚持って帰っても

らい，学区活動で児童生徒が集まった際に協力してもらう  

 

③今後，学区活動がある都度都度で協力してもらう  

 

④ホタル観賞会（田中中学区：例年６～７００人程度参加）  

 オーバーナイトハイク事前説明会 (中学生５００人）  などの，  

 大人数が参加する機会を活用  

 

⑤柏四小で，配付⇒製作⇒回収の試験実施  

 相談員でもある増田教頭先生の了承済み  

 ＧＷ後あたりで実施予定  

 こちらが実現可能なら，マニュアル化して学区の学校へ打診，  

 受けてくれた学校へ依頼  

 


